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は

じ

め

に

近
世
の
庶
民
金
融
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
無
尽

(
頼
母
子
と
も
称
す
)
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
幸
い
に
筆
者
は

こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
の
無
尽
関
係
の
史
料
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
営
方
法
の
詳
細
を
一
示
す

こ
と
が
で
き
も
)
し
か
し
無
尽
の
経
営
方
法
は
す
こ

ぶ
る
多
彩
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ

た
経
営
の
あ
り
方
と
は
全
く
相
違
し
た
方
法
で
運
営

さ
れ
る
無
尽
も
、
ま
だ
い
く
つ
か
あ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
特
殊
な
経
営
方
法
の
無
尽
の

泉

近
世
敦
賀
の
百
五
拾
人
講
経
営

3 6の5

一
つ
と
し
て
、
寛
政
二
一
年
(
一
八

O
O
)
二
月
か

ら
敦
賀
郡
で
経
営
さ
れ
た
百
五
拾
人
講
と
称
さ
れ
る

無
尽
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
検

討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

百
五
拾
人
講
の
ご
と
き
特
殊
な
経
営
方
法
の
無
尽

を
検
討
す
る
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
通
常
の
無
尽
の
典

型
的
な
経
営
原
則
(
「
漸
減
掛
銀
・
均
一
落
札
銀
・
掛

一
一
民
」
型
)
を
第
一
表
に
示
し
て
、
そ
の
あ
り
方
の
概

略
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

通常の無尽の掛銀設定の事例

設定事例 l 

講克収入 講lG支出
講章一人当

小桂ト吉良 掛戻銀

額 l人額 l人 小計
落札銀 たりの掛韻

1 110 : 101 -: 100 100 109 

21 9.9: 9 11: 1 100.1 100 107.9 

31 9.8: 8 11: 2 100.4 100 106.7 

41 9.6: 7 11: 3 100.2 100 105.3 

51 9.2: 6 11: 4 99.2 100 103.5 

61 9 5 11: 5 100 100 101. 5 

71 8.5: 4 11: 6 100 100 99 

81 7.7: 3 11: 7 100.1 100 95.7 

91 6 2 11: 8 100 100 90.7 

10 1 1 11: 9 100 100 80.7 

計 505 495 1000 1000 1000 

第 1表

設定事例 2 設定事例 3 

講JG収入 議苅支出
講東一人当

講克収入 講lG支出
講衆ー人当

小掛銀掛戻銀 小掛銀掛戻銀

額:人額:人 小計
落札銀 た1)の掛彊

額:人額 l人 小計
落札銀 たりの掛担

1 113 : 101 -: 130 100 103 11.5: 101-: 115 100 101. 5 

2112 : 9 10: 1 118 100 105 11 9 10: 1 109 100 102.5 

3111 8 10: 2 108 100 】06 10.5: 8 10: 2 104 100 103 

4110 7 10: 3 100 100 106 10 7 10: 3 100 100 103 

51 9 6 10: 4 94 100 105 9.5: 6 10: 4 97 100 102.5 

61 8 5 10: 5 90 100 103 9 5 10: 5 95 100 101. 5 

71 7 4 10: 6 88 100 100 8.5: 4 10: 6 94 100 100 

81 6 3 10: 7 88 100 96 8 3 10: 7 94 100 98 

91 5 2 10: 8 90 100 91 7.5: 2 10: 8 95 100 95.5 

10 4 1 10: 9 94 100 85 7 1 10: 9 97 100 92.5 

計 550 450 1000 1000 1000 550 450 1000 1000 1000 

(単位は匁)
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通
常
経
営
の
無
口
州
、
に
参
加
す
る
講
衆
は
、
計
算
上

の
便
宜
か
ら
一

O
人
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
会
合
一

回
に
つ
き
落
札
者
一
人
が
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
れ

ば
、
運
営
回
数
は
一

O
回
(
一
年
に
一
回
の
開
催
が

多
い
か
ら
運
営
期
間
は
一

O
年
)
で
あ
る
。
ま
た
講

元
の
収
支
に
は
差
額
が
生
じ
な
い
、
つ
ま
り
経
営
利

益
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
じ
よ
う
。

さ
て
、
講
衆
が
納
め
る
掛
銀
に
は
小
掛
銀
と
掛
戻

銀
の
二
種
類
が
あ
る
。
小
掛
銀
と
は
、
初
回
か
ら
落

札
銀
取
得
ま
で
の
各
国
ご
と
に
、
い
わ
ば
積
み
立
て

て
い
く
掛
銀
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
掛
戻
銀
は
、

落
札
銀
を
取
得
で
き
た
講
衆
が
、
そ
の
次
の
固
か
ら

満
会
(
最
終
回
)
ま
で
掛
け
戻
し
続
け
る
掛
銀
で
あ

る
。
講
元
の
手
元
で
は
、
小
掛
銀
・
掛
一
民
銀
の
両
者

合
計
(
講
元
に
と
っ
て
の
収
入
)
と
、
落
札
銀
の
合

計
額
(
講
元
に
と
っ
て
の
支
出
)
と
が
一
致
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
掛
銀
(
小
掛
銀
・
掛
戻
銀
)
と
落
札
銀
の

具
体
的
な
額
の
設
定
方
法
で
あ
る
が
、
ま
ず
落
札
銀

の
額
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
一

O
O匁
と
し
よ

う
。
議
元
は
こ
の
落
札
銀
を
講
衆
一

~
O人
に
支
払
わ

ね
，
ば
↑
な
ら
な
い
か
ら
、
講
元
の
支
出
合
計
は
一

0
0

0
匁
(
一
貫
目
)
で
あ
る
。
次
い
で
こ
の
落
札
銀
の

額
に
基
づ
い
て
、
掛
一
反
銀
の
額
が
決
め
ら
れ
る
(
第

一
表
の
事
例
1
の
第
二
列
目
)
。
こ
れ
は
落
札
銀
額
を

運
営
回
数
で
割
っ
た
額
を
や
や
上
回
る
よ
う
に
設
定

さ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
、
事
例
ー
で
は
一
一
匁

と
い
う
こ
と
に
し
た
。
掛
戻
銀
を
納
め
る
人
数
で
あ

る
が
、
第
一
回
落
札
者
は
そ
の
次
の
第
二
回
か
ら
満

会
ま
で
、
第
二
回
落
札
者
は
そ
の
次
の
第
三
固
か
ら

満
会
ま
で
、
と
い
う
よ
う
に
掛
一
戻
銀
を
納
め
る
こ
と

に
な
る
か
ら
、
第
二
回
で
の
掛
戻
人
数
は
一
人
、
以

下
一
人
ず
つ
増
え
て
い
っ
て
最
終
回
に
は
九
人
と
な

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
掛
戻
銀
が
設
定
さ
れ
た
後
、
今
度
は

小
掛
銀
の
額
が
算
出
さ
れ
る
(
第
一
表
の
事
例
l
の

第
一
列
目
)
。
第
一
回
の
小
掛
銀
の
額
は
、
こ
れ
だ
け

で
落
札
銀
一

O
O匁
を
捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
、
一
人
当
た
り
は
一

O
匁
で
あ
る
。
第
二
回
に

は
、
掛
戻
銀
一
一
匁
を
納
め
る
者
が
一
人
(
第
一
回

落
札
者
)
い
る
か
ら
、
こ
の
分
を
引
い
た
残
り
八
九

匁
を
落
札
銀
未
取
得
の
講
衆
九
人
で
割
っ
て
、
一
人

当
た
り
九
匁
九
分
で
あ
る
(
た
だ
し
四
捨
五
入
の
都

合
で
講
元
収
入
の
小
計
が
一

O
O匁
に
な
っ
て
い
な

い
が
、
本
来
は
一

O
O匁
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
)
。

次
い
で
第
三
国
の
場
合
に
は
、
掛
一
戻
銀
を
納
め
る
者

が
二
人
い
る
か
ら
小
計
二
二
匁
。
こ
れ
を
落
札
銀
一

O
O匁
か
ら
引
い
た
残
り
七
八
匁
を
、
落
札
銀
未
取

得
の
八
人
で
割
っ
て
、
一
人
当
た
り
小
掛
銀
九
匁
八

分
と
な
る
。
以
下
同
様
に
し
て
第
一

O
固
ま
で
算
出

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
最
終
回
の
小
掛
銀
は
わ
ず
か

に
一
匁
の
支
払
い
で
よ
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
原
則
で
設
定
さ
れ
て

い
る
小
掛
銀
・
掛
戻
銀
を
支
払
っ
て
い
く
と
、
講
衆

一
人
当
た
り
の
掛
銀
(
小
掛
銀
と
掛
一
戻
銀
)
の
合
計

額
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
計

算
し
た
の
が
寸
講
衆
一
人
当
た
り
の
掛
銀
」
欄
で
あ

る
。
第
一
回
落
札
者
は
、
第
一
回
小
掛
銀
一

O
匁
を

支
払
い
、
そ
の
回
に
落
札
銀
一

O
O匁
を
取
得
し
、

翌
第
二
固
か
ら
最
終
回
ま
で
は
掛
一
戻
銀
一
一
匁
を
支

払
い
続
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
合
計
は
一

O

九
匁
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
二
回
落
札
者
の
場

合
に
は
、
第
一

i
二
回
の
小
掛
銀
を
支
払
い
、
落
札

銀
一

O
O匁
を
取
得
し
、
第
三

i
一
O
回
に
は
掛
戻

銀
一
一
匁
ず
つ
を
払
い
戻
し
続
け
る
か
ら
、
合
計
で

一
O
七
匁
九
分
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
同

様
に
計
算
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
第
七
回
落
札

者
以
降
は
、
落
札
銀
よ
り
も
掛
銀
合
計
の
方
が
少
額

に
な
っ
て
し
ま
う
。
掛
銀
の
全
般
的
な
傾
向
と
し
て
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は
、
早
い
回
の
落
札
者
は
多
額
の
掛
銀
を
支
払
い
、

遅
い
回
の
落
札
者
は
少
額
の
掛
銀
を
支
払
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
落
札
銀
の
額
は
均
一

で
あ
り
、
落
札
銀
取
得
者
は
満
会
ま
で
掛
銀
を
払
い

戻
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
を
ま
と
め
る

と
「
漸
減
掛
銀
・
均
一
落
札
銀
・
掛
一
反
」
型
と
類
型

化
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
右
に
述
べ
た
よ
う
な
設
定
原
則
を
一

応
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
額
が
も
う
少
し
単
純
な

も
の
に
な
ら
な
い
か
を
探
っ
て
み
よ
う
。
試
み
に
い

く
つ
か
の
数
値
を
設
定
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
第
一
表

の
設
定
事
例

2
・
3
の
よ
う
な
場
合
に
、
比
較
的
単

純
な
数
値
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

設
定
事
例
2
は
、
第
一
回
の
小
掛
銀
を
二
二
匁
と

し
、
以
下
一
匁
ず
つ
減
額
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
掛
戻
銀
は
一

O
匁
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

う
す
る
と
講
元
は
、
小
掛
銀
で
小
計
五
五

O
匁
、
掛

一
戻
銀
で
小
計
四
五

O
匁
、
以
上
ご
項
目
合
計
で
一

0

0
0匁
(
一
貫
目
)
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
落
札

銀
は
一

O
O匁
ず
つ
、
合
計
一

0
0
0匁
(
一
貫
目
)

で
あ
る
。
ま
た
設
定
事
例

3
で
は
、
第
一
回
小
掛
銀

を
一
一
匁
五
分
と
し
、
以
下
五
分
ず
つ
減
額
さ
れ
て

い
く
よ
う
に
設
定
し
、
掛
戻
銀
は
一

O
匁
ず
っ
と
し

泉

近
世
敦
賀
の
百
五
拾
人
講
経
営

た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
数
値
で
も
合
計
一

0
0
0

匁
(
一
貫
目
)
が
集
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
事

例
2
・
3
の
場
合
の
「
講
衆
一
人
当
た
り
の
掛
銀
」

に
つ
い
て
眺
め
て
お
く
と
、
最
高
額
を
支
払
う
の
が

必
ず
し
も
第
一
回
落
札
者
に
な
っ
て
は
い
な
い
も
の

の
、
全
般
的
に
は
「
漸
減
掛
銀
L

型
と
み
な
し
て
よ

で
あ
ろ
、
7
0

と
こ
ろ
で
、
落
札
銀
を
取
得
し
て
し
ま
っ
た
者
が

は
た
し
て
満
会
ま
で
掛
戻
銀
を
支
払
い
続
け
て
く
れ

る
か
ど
う
か
は
す
こ
ぶ
る
重
大
な
問
題
で
あ
っ
て
、

も
し
途
中
で
こ
の
落
札
者
の
掛
け
戻
し
が
滞
る
よ
う

な
事
態
が
発
生
し
た
な
ら
ば
、
無
尽
の
経
営
そ
の
も

の
が
解
体
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に

講
元
は
、
落
札
者
が
落
札
銀
を
受
け
取
る
際
に
、
必

ず
そ
れ
に
対
応
し
た
担
保
を
提
供
さ
せ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
抵
当
権
設
定
の
た
め
の
土

地
売
券
で
あ
る
。
そ
し
て
満
会
ま
で
滞
り
な
く
掛
戻

銀
が
支
払
わ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
担
保
の
土
地
は
落

札
者
に
一
反
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
掛
け
一
民
し
が
滞
っ

た
場
合
や
、
無
尽
が
解
体
し
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態

を
迎
え
た
場
合
に
は
、
担
保
は
議
元
の
所
有
に
帰
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一一

き
て
次
に
、
本
稿
で
紹
介
し
よ
う
と
す
る
百
五
拾

人
講
は
、
前
節
に
述
べ
た
よ
う
な
掛
銀
の
設
定
方
法

と
は
全
く
相
違
し
た
無
尽
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

掛
銀
が
小
掛
銀
の
一
種
類
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
史
料
の
一
部
を
引
用
し
て
、
運
営
の
あ
り
方
を

見
て
お
き
た
い
。

一
、
壱
ケ
年
両
度
、
掛
金
壱
歩
宛
。
会
毎
ニ
振
圏

井
入
札
ヲ
以
取
除
、
キ
、
十
七
ヶ
年
半
之
内
ニ
、

四
全
段
々
相
済
候
事
。
(
中
略
)

一
、
銀
百
目
宛
、
弐
人
江
渡
ス
、
但
内
壱
人
ハ
入

ーし
0
・4AT
一
、
同
百
拾
五
匁
五
分
、
壱
人
江
渡
ス
。

て
同
百
三
拾
六
匁
宛
、
弐
人
江
渡
ス
、
但
内
壱

人
ハ
右
同
断
。
(
下
院
)
)

講
衆
の
人
数
は
、
名
称
に
示
さ
れ
る
通
り
に
一
五

O
人
で
あ
る
。
彼
ら
が
毎
回
掛
け
る
小
掛
銀
は
「
金

壱
歩
」
と
見
え
て
い
る
。
金
・
銀
の
交
換
比
率
は
、

普
通
に
は
金
一
両
H
金
四
分
H
銀
六

O
匁
と
さ
れ
る

か
ら
、
「
金
壱
歩
」
H
銀
十
五
匁
と
換
算
す
れ
ば
よ
さ

そ
う
で
あ
る
が
、
実
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
と
一
百
う

の
は
、
そ
の
比
率
で
計
算
し
た
の
で
は
、
こ
の
百
五

拾
人
講
の
講
元
に
重
大
な
収
入
の
不
足
を
生
じ
て
し
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ま
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
小
掛
銀
の
額
に
つ
い
て
は
、

本
節
の
最
後
で
改
め
て
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し

て
、
こ
こ
で
は
ま
ず
運
営
の
全
体
を
第
二
表
に
よ
っ

て
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

小
掛
銀
寸
金
壱
歩
」
を
徴
収
し
た
講
元
は
、
次
に

振
り
閣
ま
た
は
入
札
で
落
札
者
を
決
定
し
い
落
札
銀

百五拾人講の講元の収支状況、および講衆一人当たりの取得銀・掛銀

議フじの支出 講ヌじの収入 講衆一人当たり

落札銀 i人数:(間差) 人数
小掛銀15年小掛銀泣弾

取得銀
小掛銀15年:1ト掛銀n年

の場合の小計 の場合の小計 の場合の黒計iの場合の黒計

1 100 : 2 ~ 150 2250 3300 100 15 : 22 
: 15.5 

30 : 2 115.5: 1トー 148 2220 3256 115.5 44 

3 
: 20.5 

147 136 45 : 66 136 2 ~一一 2205 3234 
: 15.5 

60 : 4 15l.5: 1ト 145 2175 3190 151.5 88 

5 
: 20.5 

144 2160 3168 172 75 : 172 2 ~ 
: 15.5 

6 187.5: 1ト 142 2130 3124 187.5 90 : 132 

7 
: 20.5 

141 208 105 : 154 208 2 ~一ー 2115 3102 
: 15.5 

120 : 8 223.5: 1 f 139 2085 3058 223.5 176 

9 
: 20.5 

138 2070 3036 244 135 : 198 244 2 ~ 
: 15.5 

150 : 10 259.5: 1ト 136 2040 2992 259.5 220 

11 
: 20.5 

135 280 165 : 242 280 : 2 ~一一ー 2025 2970 
: 15.5 

180 : 12 295.5: 1ト 133 1995 2926 295.5 264 

13 
: 20.5 

132 1980 2904 316 195 : 286 316 2 ~ 
: 15.5 

210 : 308 14 33l. 5: 1ト 130 1950 2860 33l.5 

15 
: 20.5 

129 2838 225 : 330 352 2 ~一 1935 352 

16 367.5: 1 f-~~:~ 127 1905 2794 367.5 240 : 352 
17 

20.5 
126 1890 2772 388 255 : 374 388 : 2 ~一

: 15.5 
270 : 18 403.5: 1ト 124 1860 2728 403.5 396 

19 
: 20.5 

123 2706 285 : 418 424 2 ~一一 1845 424 

20 439.5: 1 f_1~:_~ 121 1815 2662 439.5 300 : 440 
21 

20.5 
120 1800 2640 460 315 : 462 460 2 ~ 

: 15.5 
330 : 22 475.5: 1ト 118 1770 2596 475.5 484 

23 
: 20.5 

117 2574 345 : 506 496 2 ~一一 1755 496 
: 15.5 

360 : 24 51l.5: 1ト 115 1725 2530 51l.5 528 

25 
: 20.5 

114 1710 2508 532 375 : 550 532 2 ~ 

26 
: 25.5 

390 : 557.5: 3ト 112 1680 2464 557.5 572 。
405 : 27 557.5: 3ト 109 1635 2398 557.5 594 

: 30.5 
420 : 28 588 : 4ト 106 1590 2332 588 616 o 
435 : 

129 588 4 ~- 102 1530 2244 588 638 
: 35.5 

450 : 30 623.5: 5トー 98 1470 2156 623.5 660 o 
465 : 31 623.5: 5 ~ 93 1395 2046 623.5 682 

: 40.5 
480 : 32 664 6トー 88 1320 1936 664 704 。
495 : 33 664 6 ~一一 82 1230 1804 664 726 

: 45.5 
510 : 34 709.5 : 38 f 76 1140 1672 709.5 748 

35 
: 20.5 

38 570 836 730 525 : 770 730 : 38 ~ 

百十 88931 62970 92356 (単位は匁)
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を
手
渡
す
。
こ
の
落
札
銀
に
つ
い
て
は
右
の
史
料
に
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
固
に
納
入
す
べ
き
小
掛
銀

記
さ
れ
る
通
り
で
、
第
一
回
は
一

O
O匁
、
第
二
固
と
こ
ろ
で
落
札
銀
を
取
得
し
た
者
は
、
通
常
の
無
の
額
に
関
し
て
、
当
初
予
定
の
小
掛
銀
額
を
上
回
る

は
一
一
五
匁
五
分
、
第
三
一
回
は
一
三
六
匁
と
次
第
に
尽
で
あ
れ
ば
、
満
会
ま
で
掛
一
戻
銀
を
払
い
戻
し
続
け
最
高
額
を
記
入
し
た
者
が
落
札
者
に
決
定
さ
れ
、
そ

増
額
さ
れ
て
い
き
、
以
下
第
二
表
の
「
講
元
の
支
出
」
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
百
五
拾
人
講
の
場
合
に
は
、
の
落
札
者
は
直
ち
に
そ
の
上
乗
せ
分
を
小
掛
銀
に
加

の
落
札
銀
の
欄
の
よ
う
な
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
満
こ
の
掛
戻
銀
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
先
の
史
料
に
え
て
収
め
、
し
か
る
後
に
落
札
銀
が
手
渡
さ
れ
た
も

会
の
落
札
銀
は
実
に
七
三
一

O
匁
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
も
、
こ
の
よ
う
な
運
営
方
法
を
指
し
て
、
落
札
者
を
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
入
札
制
を
考
慮

落
札
者
の
人
数
は
、
第
一
回
が
二
人
、
第
二
回
が
一
「
取
除
キ
」
「
段
々
相
済
候
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
つ
し
た
説
明
を
行
う
と
す
こ
ぶ
る
繁
雑
に
な
る
の
で
、

入
、
第
三
回
が
二
人
と
い
う
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
ま
り
講
衆
に
と
っ
て
は
、
落
札
銀
を
取
得
し
た
時
点
以
下
の
記
述
で
は
入
札
制
を
除
外
し
て
お
き
た
い
と

り
、
第
二
六
回
以
後
で
は
そ
の
人
数
が
急
増
し
て
、
で
組
織
を
脱
会
し
て
、
そ
れ
で
終
わ
り
な
の
で
あ
る
。
思
う
。

第
三
四
・
三
五
回
に
は
二
一
八
人
、
す
つ
も
が
落
札
銀
を
い
さ
さ
か
穏
当
を
欠
〈
表
現
を
敢
え
て
用
い
る
な
ら
そ
こ
で
次
に
、
「
講
元
の
収
入
」
と
な
る
小
掛
銀
「
金

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
以
上
ば
、
「
勝
ち
逃
げ
」
の
よ
う
な
印
象
す
ら
抱
か
せ
る
無
壱
歩
」
に
つ
い
て
考
え
る
が
、
ま
ず
金
・
銀
の
交
換

の
よ
う
な
設
定
の
落
札
銀
で
講
元
が
支
払
う
べ
き
銀
尽
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
多
く
の
比
率
を
金
一
分
H
銀
一
五
匁
と
仮
定
し
て
、
寸
小
掛
銀

子
は
、
最
下
部
の
合
計
欄
の
よ
う
に
総
計
八
八
貫
九
無
尽
と
は
著
し
く
相
違
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
一
五
匁
の
場
合
の
小
計
」
の
欄
を
見
て
み
よ
う
。
第

三

一

匁

と

な

る

の

で

あ

る

。

る

。

そ

こ

で

こ

の

よ

う

な

百

五

拾

人

講

を

類

型

化

し

一

回

で

は

講

衆

全

員

の

一

五

O
人
が
小
掛
銀
を
一
五

な
お
こ
の
落
札
銀
の
設
定
原
則
を
知
る
た
め
に
、
て
表
現
す
る
な
ら
ば
、
小
掛
銀
の
み
を
積
み
立
て
て
匁
ず
つ
掛
け
る
の
で
、
小
計
は
二
貫
二
五

O
匁
と
な

各
回
の
落
札
銀
の
差
額
(
こ
の
差
額
を
以
下
で
は
聞
い
き
、
そ
の
積
み
立
て
た
小
掛
銀
累
計
に
ほ
ぼ
比
例
る
。
第
二
回
に
は
、
落
札
銀
を
取
得
し
た
二
人
を
除

差
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
)
を
求
め
て
み
る
と
、
「
講
し
た
落
札
銀
を
取
得
し
、
そ
し
て
落
札
銀
取
得
の
時
い
た
一
四
八
人
が
一
五
匁
ず
つ
掛
け
る
か
ら
、
小
計

元
の
支
出
」
の
間
差
の
欄
に
示
し
た
ご
と
く
に
な
る
。
点
で
組
織
を
脱
会
す
る
点
が
特
徴
な
の
で
あ
る
か
ら
、
二
貫
二
二

O
匁
の
収
入
で
あ
る
。
以
下
同
様
に
徴
収

す
な
わ
ち
第
一
回
落
札
銀
と
第
二
回
落
札
銀
と
の
間
「
積
立
掛
銀
・
比
例
落
札
銀
・
脱
会
」
型
と
呼
ぶ
こ
さ
れ
て
、
総
計
で
六
二
貫
九
七

O
匁
の
収
入
と
な
る

差
は
一
五
匁
五
分
、
第
二

i
三
回
の
間
差
は
二

O
匁

と

が

で

き

る

で

あ

ろ

う

。

の

で

あ

る

が

、

し

か

し

こ

の

収

入

で

は

、

講

衆

に

支

五
分
、
第
二
一

i
四
回
の
間
差
は
一
五
匁
五
分
、
以
下
な
お
落
札
者
の
決
定
に
は
、
振
り
圏
に
よ
る
ほ
か
払
う
べ
き
落
札
銀
の
総
計
八
八
貫
目
余
に
は
と
う
て

同
様
の
規
則
性
を
も
っ
て
間
差
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
入
札
制
で
も
決
め
ら
れ
る
と
見
え
て
い
た
。
こ
の
場
い
不
足
な
の
で
あ
る
。

第
二
五

i
二
六
回
の
間
差
か
ら
や
や
変
則
的
な
設
定
合
に
は
小
掛
銀
納
入
の
前
に
入
札
が
実
施
さ
れ
た
の
そ
れ
で
は
、
一
人
一
回
当
た
り
の
小
掛
銀
を
い
っ

5 
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た
い
い
く
ら
に
す
れ
ば
、
必
要
な
落
札
銀
総
額
が
集

め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
試
算
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
二
二
匁
に
設
定
す
れ
ば
よ
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
す
な
わ
ち
二
二
匁
の
場
合
に
は
、
小
掛
銀

の
総
計
が
九
二
貫
三
五
六
匁
と
な
っ
て
、
よ
う
や
く

講
元
に
必
要
な
落
札
銀
総
計
八
八
貫
目
余
を
上
回
る

の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
先
に
引
用
し
た
史
料
の
「
金

壱
歩
」
は
、
銀
二
二
匁
を
意
味
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
換
算
比
率
に
つ
い
て
の
結
論

が
は
た
し
て
妥
当
か
ど
う
か
は
ま
だ
疑
問
の
余
地
が

あ
り
そ
う
な
の
で
、
こ
こ
で
は
一
応
保
留
と
い
う
こ

と
に
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
講
衆
一
人
当
た
り
の
取
得
銀
(
落
札
銀
)

と
小
掛
銀
累
計
と
を
比
較
し
て
、
眺
め
て
お
く
こ
と

に
し
よ
う
。
講
元
の
収
支
合
計
に
無
理
の
な
い
小
掛

銀
二
二
匁
の
場
合
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
第

一
回
の
落
札
者
は
、
わ
ず
か
に
二
二
匁
の
小
掛
銀
納

入
で
、
落
札
銀
一

O
O匁
を
取
得
す
る
。
第
二
回
落

札
者
も
、
四
四
匁
の
小
掛
銀
納
入
で
一
一
五
匁
五
分

の
落
札
銀
を
取
得
す
る
の
で
あ
る
。
先
に
「
勝
ち
逃

げ
」
の
よ
う
な
印
象
が
あ
る
と
表
現
し
た
の
は
こ
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
、
落
札
銀
に
比

較
し
て
小
掛
銀
累
計
が
少
額
で
す
む
の
は
第
一
七
回

落
札
者
ま
で
で
あ
っ
て
、
第
一
八
回
落
札
者
か
ら
以

降
は
、
落
札
銀
よ
り
も
小
掛
銀
累
計
の
ほ
う
が
多
額

に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
量
も
大
き
く
求
離
す
る
の
は

第
三
三
回
落
札
者
(
六
人
)
で
、
小
掛
銀
累
計
よ
り

落
札
銀
は
六
二
匁
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
遅
い
回
の
落
札
者
が
掛
銀
を
下
回
っ
た

落
札
銀
し
か
取
得
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
一
般
的

な
無
尽
の
掛
銀
設
定
の
原
則
を
眺
め
た
目
か
ら
す
れ

ば
、
い
さ
さ
か
不
合
理
な
感
を
す
ら
抱
か
さ
れ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

一一
一

前
節
で
検
討
し
た
百
五
拾
人
講
の
掛
銀
は
か
な
り

複
雑
な
設
定
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

も
う
少
し
単
純
化
し
た
数
値
に
置
き
換
え
て
、
よ
り

一
般
的
な
形
式
に
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
も

し
こ
れ
が
で
き
れ
ば
、
小
掛
銀
だ
け
で
運
営
さ
れ
る

特
殊
な
無
尽
の
掛
銀
設
定
原
則
が
、
よ
り
明
瞭
に
理

解
で
き
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
作
成
し
た
の
が
第

三
表
で
あ
る
。

こ
の
無
尽
の
特
徴
は
、
「
積
立
掛
銀
・
比
例
落
札

銀
・
脱
会
」
型
と
類
型
化
し
た
よ
う
に
、
小
掛
銀
の

み
を
積
み
立
て
、
そ
の
積
み
立
て
た
小
掛
銀
累
計
に

ほ
ぽ
比
例
し
た
落
札
銀
を
取
得
し
、
か
つ
落
札
銀
取

得
の
時
点
で
組
織
を
脱
会
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

「積立講」の落札銀の設定原則

講克収入 講衆一人の 設定事例 l 設定事例2 設定事例3

小掛銀 人数 小計 小桂銀累計 落札銀 (間差)落札銀 (間差)落札銀 (間差)

l 10 9 90 10 10 14 18 
10 9 8 

2 10 8 80 20 20 23 26 
10 
トー←一3一2一

9 
34 
8 

3 10 7 70 30 30 
10 9 8 

4 10 6 60 40 40 41 42 
10 

550 9 

9 

550 8 

8 
5 10 5 50 50 50 

10 9 8 
6 10 4 40 60 60 

10 9 
66 
8 

7 10 3 30 70 70 68 
10 
77 
9 
74 
8 

8 10 2 20 80 80 
10 9 8 

9 10 1 10 90 90 86 82 

百十 450 450 450 450 

(単位は匁)
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こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
無
尽
を
、
以
下
で
は

講
し
と
仮
称
し
た
い
。

寸
積
立
講
」
で
は
、
小
掛
銀
が
二
疋
額
に
設
定
さ

れ
る
と
い
う
点
が
、
ま
ず
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
一

O
匁
と
し
よ
う
。
次
に
運
営
回
数
は
奇
数

に
す
る
と
理
解
し
易
い
(
偶
数
で
も
可
能
で
は
あ
る

が
、
百
五
拾
人
講
の
場
合
に
も
運
営
回
数
は
三
五
回

と
奇
数
で
あ
っ
た
)
。
こ
の
奇
数
回
運
営
と
い
う
点
に

基
づ
き
、
講
衆
も
奇
数
の
九
人
と
す
る
。
き
て
第
一

回
に
、
講
衆
九
人
は
小
掛
銀
一

O
匁
ず
つ
を
支
払
い
、

掴
に
よ
り
落
札
者
一
人
が
決
定
さ
れ
て
落
札
銀
が
手

渡
さ
れ
る
。
第
一
回
落
札
者
は
こ
れ
で
脱
会
で
あ
る
。

次
い
で
第
二
回
は
、
講
衆
八
人
が
小
掛
銀
一

O
匁
ず

つ
を
支
払
い
、
落
札
者
一
人
に
落
札
銀
が
渡
さ
れ
、

落
札
者
は
脱
会
し
て
い
く
。
以
下
同
様
の
方
法
で

あ
っ
て
、
「
講
衆
一
人
の
小
掛
銀
累
計
」
欄
に
示
し
た

よ
う
に
、
第
一
回
落
札
者
は
一

O
匁
、
第
二
回
落
札

者
は
二

O
匁
し
か
掛
銀
を
支
払
わ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ

落
札
銀
を
取
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
そ
こ
で
問
題
は
落
札
銀
の
額
で
あ
る
が
、
ま

ず
設
定
事
例
ー
で
は
、
こ
の
落
札
銀
の
間
差
を
一

O

匁
と
し
て
考
え
て
み
た
。
す
る
と
第
一
回
落
札
銀
は

一
O
匁
、
第
二
回
は
二

O
匁
、
第
三
回
は
三

O
匁
と

寸
積
立

泉

近
世
敦
賀
の
百
五
拾
人
講
経
営

い
う
よ
う
に
な
り
、
小
掛
銀
累
計
と
同
額
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
落
札
銀
合
計
も
小
掛
銀
合
計
と
同
額
の

四
五

O
匁
と
な
り
、
講
元
の
運
営
利
益
を
生
じ
な
い

と
い
う
前
提
を
満
た
し
て
い
る
。
次
に
設
定
事
例
2

で
は
、
こ
の
間
差
を
九
匁
に
と
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、

落
札
銀
は
第
一
回
が
一
四
匁
、
第
二
回
が
二
三
匁
、

下
っ
て
最
終
回
は
八
六
匁
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
間
差
を
八
匁
に
し
た
設
定
事
例

3
で
は
、
第

一
回
落
札
銀
は
一
八
匁
、
第
二
回
は
二
六
匁
、
下
っ

て
最
終
回
に
は
八
二
匁
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
合
計

は
四
五

O
匁
と
な
っ
て
条
件
に
合
致
し
て
い
る
。
そ

れ
で
は
い
っ
そ
の
こ
と
間
差
を
な
し
に
す
れ
ば
ど
う

な
る
か
と
言
う
と
(
表
に
は
記
載
せ
ず
)
、
落
札
銀
は

全
部
が
五

O
匁
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
し

て
以
上
の
よ
う
な
事
例
で
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
を
上

げ
れ
ば
、
中
間
の
第
五
回
の
落
札
銀
が
い
ず
れ
の
場

合
に
も
五

O
匁
で
あ
る
点
、
そ
し
て
そ
れ
は
第
一
固

と
最
終
回
の
落
札
銀
の
平
均
額
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
「
積
立
講
」
の
落
札
銀
の
設
定
原
則
は

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
こ
こ
で
の
事
例
は
運
営
利
益
な
し
を
前
提
と

し
た
が
、
も
し
運
営
利
益
が
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、

落
札
銀
の
額
を
全
体
的
に
低
く
す
れ
ば
よ
い
(
例
え

ば
全
て
二
匁
ず
つ
減
ず
る
と
い
う
よ
う
に
)
。
そ
う
す

れ
ば
講
元
の
手
元
に
は
、
か
な
り
の
収
支
差
額
が
利

益
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

お

わ

り

に

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
に
で
き
た
点
を
、
最

後
に
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

通
常
の
「
漸
減
掛
銀
・
均
一
落
札
銀
・
掛
戻
」
型

の
無
尽
に
は
、
講
衆
の
掛
銀
と
し
て
小
掛
銀
と
掛
戻

銀
と
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
の
両
者
の
合
計
額
か
ら

落
札
銀
が
支
払
わ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
寛
政
一

二
年
(
一
八

O
O
)
か
ら
敦
賀
で
経
営
さ
れ
た
百
五

拾
人
講
は
、
小
掛
銀
し
か
掛
け
な
い
と
い
う
特
殊
な

運
営
方
法
を
と
る
も
の
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
積

立
掛
銀
・
比
例
落
札
銀
・
脱
会
」
型
と
類
型
化
し
、

ま
た
「
積
立
講
」
と
仮
称
す
る
こ
と
に
し
た
。

寸
積
立
講
」
で
は
、
講
衆
の
納
め
る
小
掛
銀
は
一

定
額
で
あ
る
。
そ
し
て
落
札
銀
を
取
得
で
き
た
時
点

で
落
札
者
は
脱
会
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
だ
か

ら
、
早
い
固
で
落
札
で
き
た
者
は
比
較
的
少
な
い
掛

銀
し
か
納
め
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
に
見
合
っ
て
落

札
銀
も
低
額
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
小
掛
銀
累

計
を
上
回
る
落
札
銀
が
取
得
で
き
た
。
こ
の
上
回
つ
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た
部
分
は
、
後
半
の
落
札
者
の
掛
銀
の
一
部
が
振
り

向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
落
札
回
の
遅

れ
る
者
は
、
そ
の
回
数
に
見
合
っ
て
、
よ
り
多
額
の

小
掛
銀
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
落
札
銀

も
、
そ
れ
に
ほ
ぼ
比
例
し
て
次
第
に
高
額
に
な
る
よ

う
に
設
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
後
半
の
落
札
者
の
小

掛
銀
累
計
は
落
札
銀
の
額
を
下
回
る
も
の
で
し
か
な

い
。
こ
の
下
回
っ
た
差
額
は
、
前
半
の
落
札
者
に
因

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
初
よ
う
な
原
則
で
運
営
さ
れ
る
「
積
立
講
し

は
、
運
営
の
前
半
で
落
札
で
き
た
な
ら
ば
、
小
掛
銀

を
か
な
り
上
回
っ
た
落
札
銀
が
取
得
で
き
る
か
ら
、

講
衆
の
射
幸
心
は
相
当
に
煽
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
逆
に
運
営
後
半
の
落
札
者
は
、

小
掛
銀
累
計
を
そ
の
ま
ま
落
札
銀
と
し
て
取
得
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
落
札
し
た
時
に
は
一
度

に
か
な
り
多
額
の
銀
子
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
い
わ

ば
無
利
子
・
手
数
料
引
去
の
積
立
預
金
を
、
長
期
間

に
わ
た
っ
て
行
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

、「ノ。
、主

拙
稿
「
近
世
若
狭
の
無
尽
経
営
」
(
守
若
越
郷
土
研
究
』

2 
第
三
五
巻
三
号
、
一
九
九
O
年
)
、
「
近
世
越
前
の
無
尽

経
営
」
(
『
武
生
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
』
第
二
一
号
、
一

九
八
九
年
)
、
1

近
世
無
尽
の
掛
銀
設
定
の
原
則
L

(

『福

井
県
史
研
究
』
第
七
号
、
一
九
九

O
年)。

寸
年
賦
調
達
百
五
拾
人
講
仕
法
帳
L

(

「
坂
口
秀
治
文

書
L

第
一
号
|
『
敦
賀
市
史
』
史
料
編
第
四
巻
上
)
。
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